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本⽇のアジェンダ

1. SPSSとは
• SPSS
• 『IBM SPSS Statistics』って何︖
• 特⻑と構成
• デモンストレーション
• SPSS Statisticsの優位性
• リリースヒストリー
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2. SPSS Statistics 29/29.0.1 新機能
• データエディターの概要タブ
• ROC曲線のYouden Index
• Lasso, Ridge, Elastic Net回帰
• バイオリンプロット
• デモンストレーション

3. SPSSインフォメーション
• 関連書籍
• 紹介動画
• ブログ・コミュニティ・サポート
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1.SPSSとは
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SPSS
Statistical Package for the Social Scienceは、
1968年 アメリカ合衆国イリノイ州シカゴで
社会科学のための統計パッケージとして誕⽣し、
その後、医療やマーケティングなどさまざまな分野で活⽤され
世界中の教育・研究機関、医療機関や企業で
利⽤されています。

IBM SPSS Statistics
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新ワクチンと現ワクチンを接種したグループで抗体量を⽐べる
⇒ 新ワクチンには効き⽬があった︕

アンケートの回答が似ている⼈を同じクラスタに分ける
⇒ 特徴が異なる３つのクラスタが⾒つかった︕

賃貸物件の家賃を駅からの距離、間取り、築年数から当てる
⇒ 家賃に何が影響しているかわかった︕

⽐較

分類

予測

統計解析の主な役割

『IBM SPSS Statistics』って何︖
統計解析ツールです!!
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特⻑と構成

§ Excel、テキスト形式、データベースなど複数データ形式の読み込み
§ データ加⼯機能・集計機能・視覚化機能を搭載
§ 仮説検証に必要な様々な統計の検定⼿法を搭載
§ ⾼度な多変量解析⼿法を多数搭載
§ 使いやすいユーザーインターフェース（⾼い操作性）
§ クライアント版、⼤量データ処理⽤のサーバー版を⽤意
§ 個⼈ユーザーから、ビジネスユーザーまで対応
§ 企業、官公庁、教育機関で世界的に普及

統計解析のスタンダードソフトウェア

製品名はアルファベット順6



© 2023 IBM Corporation

モジュール名とエディション⼀覧
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モジュール名 機能概要

Base 基礎統計処理と、統計解析のための基本機能を網羅する

Data Preparation データ加⼯の⾃動準備を⽀援する

Bootstrapping ブートストラップ法を実⾏

Advanced Statistics ⼀般線型モデルや順序回帰、⽣命表分析、Cox回帰などを実現する

Regression 多項ロジスティック回帰、⼆項ロジスティック回帰、プロビット回帰

Custom Tables カスタムテーブルを即座に作成し、多重回答データも扱って集計する

Missing Values ⽋損値を含むデータの分析を⾏う

Categories コレスポンデンス分析、正準相関分析などカテゴリカルデータを対象

Forecasting 時系列分析を⾏う

Decision Trees CHAID、CRT、QUESTなどを搭載する決定⽊分析を⾏う

Neural Networks ニューラルネットワーク分析を⾏う

Direct Marketing RFM分析やクラスター分析、⾒込顧客のプロファイリングを⾏う

Complex Samples サンプリング⼿法を組み合わせての設計、および実⾏する

Conjoint コンジョイント分析を⾏う

Exact Tests ⼩さな標本からでも正確確率検定を⾏う

AMOS 共分散構造分析

Subscription  Plan* Commercial Editions
(Perpetual/Term Licenses) 

Campus Editions
(Perpetual/Term /Licenses) 

Modules Base CT/AS CS/T FC/DT Base Standard Professional Premium Base Standard Premium

Statistics Base ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉
Data Preparation ◉ [◉] [◉] ◉ ◉ [◉] ◉ ◉
Bootstrapping ◉ [◉] [◉] [◉] ◉ [◉] ◉ ◉
Advanced Statistics ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉
Regression ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉
Custom Tables ◉ ◉ ◉ ◉ [◉] ◉
Missing Values ◉ ◉ ◉ ◉
Categories ◉ ◉ ◉ ◉
Forecasting ◉ ◉ ◉ ◉
Decision Trees ◉ ◉ ◉ ◉
Neural Networks ◉ ◉ ◉
Direct Marketing ◉ ◉ ◉
Complex Samples ◉ ◉ ◉
Conjoint ◉ ◉ ◉
Exact Tests ◉ ◉ ◉
SPSS Amos*** 
(Windows, Desktop only) Add-on Add-on Add-on ◉ Add-on Add-on Add-on



a Statistics データ読み込み・⼊⼒

a
読み込み

b
データ表⽰

c
基礎統計

d
グラフ作成

e
データ加⼯

f
統計解析

ODBCからデータベース

ExcelやCSVの読み込み
Stats独⾃形式は.sav
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b Statistics データ表⽰

a
読み込み

b
データ表⽰

c
基礎統計

d
グラフ作成

e
データ加⼯

f
統計解析

スプレッドシート形式
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c Statistics 基礎統計

a
読み込み

b
データ表⽰

c
基礎統計

d
グラフ作成

e
データ加⼯

f
統計解析 度数分布表と記述統計
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関連マップ

d Statistics グラフ作成

a
読み込み

b
データ表⽰

c
基礎統計

d
グラフ作成

e
データ加⼯

f
統計解析

箱ひげ図
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e Statistics データ加⼯

a
読み込み

b
データ表⽰

c
基礎統計

d
グラフ作成

e
データ加⼯

f
統計解析

変数作成ビルダ

メニュー

新変数作成
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f-1 Statistics 統計解析

a
読み込み

b
データ表⽰

c
基礎統計

d
グラフ作成

e
データ加⼯

f
統計解析 ⽐較

t検定

13

有意確率が
0.05より⾼い場合は
「等分散性を仮定する」を
そうでない場合は
「等分散性を仮定しない」
⾏の値を参照する

有意確率が0.05未満で
2群間平均値の間に有意
差が
あることを⽰す



f-2 Statistics 統計解析

a
読み込み

b
データ表⽰

c
基礎統計

d
グラフ作成

e
データ加⼯

f
統計解析

コレスポンデンス分析

IBM SPSS Categoriesを使⽤

分類
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f-3 Statistics 統計解析

a
読み込み

b
データ表⽰

c
基礎統計

d
グラフ作成

e
データ加⼯

f
統計解析

回帰分析

予測
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＊APAスタイル(学術論⽂などのアカデミックな分野の⽂書に使われる書式)の選択が可能

①コマンド不要でわかりやすい
ユーザーインターフェース

②豊富で⾼度な統計解析と
多様なデータ加⼯メニュー

SPSS Statisticsの優位性

③論⽂*やプレゼンに適した
洗練されたアウトプット
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SPSS Statistics
21.0

2012/08

SPSS Statistics
22.0

2013/08

SPSS Statistics
24.0

2016/03

SPSS Statistics
25.0

2017/08•多変量時系列分析
•地理空間モデリング
•地理空間アソシエーション
• カテゴリカル主成分分析機能拡張
• Pythonによる機能拡張

• シミュレーションの機能拡張
• HTML5 / MHTML形式で分析結果出⼒
•出⼒結果のスタイル変更強化
• SQLプッシュバック機能強化
• Mac OS X 10.9対応

•⼀般化線型混合モデル
順序変数利⽤

•地理情報から地図上に
•統計データをグラフ化
• クロス集計表⾼速化
• 12⾔語対応
• Mac OS X 10.7対応

凡例 サポート終了 Ver サポートVer 最新Ver

SPSS Statistics
23.0

2015/03

• Custom Tables機能の追加
• データのインポートエクスポート機能強化
•拡張モジュールハブ

• モンテカルロ・シミュレーション
• データ・ファイル⽐較機能
• Server版の強化、利便性向
上

• Javaフラグインによるプログラミ
ング

• IBM Cognosデータ読込可能
• Excel 2010/2007出⼒可能
• Mac OS X 10.8対応
• Windows８対応

•図表ビルダー機能強化
•図表のコピー/ペースト機能強化
•⼀般化/線型混合モデル分析機能強化
•⼀般線型モデル分析機能強化
• ベイズ統計機能新規追加
• シンタックスエディタ機能強化
• セキュリティ機能強化
• アクセシビリティ機能強化

SPSS Statistics
26.0

2019/08

EOS:2020/9/30

•分位の回帰分析
• ROC分析
• ベイズ統計機能分析追加と強化
•信頼性分析カッパ係数の追加
• シンタックスコマンドの機能強化

SPSS Statistics
27.0

2020/06

• ブートストラップとデータ準備機能のパッケージ化
•⾃動リカバリー機能の追加
•検定⼒分析
•表やグラフ編集の機能強化
• シンタックスコマンドの機能強化
•検索機能の拡張

EOS:2021/9/30

SPSS Statistics
28.0

2021/05

• メタ分析
•⼆元配置分散分析に単純主効果の⽐較を追加
•線型回帰にカテゴリ変数の交互作⽤項追加
•⼀元配置分散分析に数値以外のカテゴリ変数を
サポート

•検定⼒分析で⼀連の検定⼒値を評価
•⽐率統計量にPBR係数と信頼区間を追加
•関連マップ
•出⼒機能拡張
•検索機能拡張
•出⼒のエクスポートの機能拡張

SPSS Statistics
20.0

2011/03

リリースヒストリー

SPSS Statistics
27.0.1

2020/10

•⾃動リカバリー機能の強化
•２変量の相関分析機能の強化
•⽐率の差の検定
•表やグラフ編集の機能強化
•検索機能の強化
• Mac OS X 11対応

2010/10

SPSS Statistics
28.0.1

2021/11

• カーネルリッジ回帰
• ヒートマップによる新しいデータ可視化
• ワークブックのUIの改善
• コミュニティ拡張機能サポートの改善
• ライセンスウィザードのダイアログの改良
• macOS 12およびM1 Chipへの対応
• Windows 11への対応

EOS:2022/9/30

SPSS Statistics
29.0

2022/09

EOS:2019/4/30

EOS:2019/4/30

EOS:2017/4/30
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1. データエディターの概要タブ
2. 再帰的イベント・データのパラメトリック

⽣存回帰モデル
3. 線型回帰における PRESS (予測残差

平⽅和) 統計量
4. ROC曲線 Youden のインデックス
5. 混合モデルの推定時にランダム効果予

測 (EBLUP)エキスポート

• Lasso・Ridge・Elastic Net回帰
• Acceralate Failer Time(AFT)
•混合モデル疑似R2乗の出⼒
• バイオリンプロット
• ワークブックモードの拡張
•検索機能拡張
• ケース選択ー⾮選択の表⽰改善
• PythonおよびRのアップグレード

SPSS Statistics
29.0.1

2023/04
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2.SPSS Statistics 29/29.0.1
新機能
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SPSS Statistics 29.0.1 | 新機能
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https://www.ibm.com/docs/ja/spss-statistics/29.0.0?topic=overview-whats-new-in-version-29

1. データエディターの概要タブ
2. 再帰的イベント・データのパラメトリック⽣存回帰モデル
3. 線型回帰における PRESS (予測残差平⽅和) 統計量
4. ROC曲線 Youden のインデックス
5. 混合モデルの推定時にランダム効果予測 (EBLUP)エキスポート
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• 読み込んだデータの概要を把握することができます

SPSS Statistics 29.0.1 | データエディタの概要タブ
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SPSS Statistics 29.0.1 | Youden インデックス
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• ROC曲線にYouden indexが加わりました。カットオフポイントを特定に利⽤します。
https://qiita.com/416nishimaki/items/be93f71354b6cd26f2ba
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1. 回帰メニュー︓線形回帰OLS(Ordinary Least Squares:最⼩⼆乗法)代替
• Lasso(ラッソ)回帰
• Ridge(リッジ)回帰
• Elastic Net(エラスティック ネット)回帰

2. ⽣存分析メニュー︓Accelerated Failure Time (AFT) モデル
3. 混合モデル(線型・⼀般化線型)メニュー︓疑似R2乗指標
4. グラフボードテンプレート選択メニュー︓バイオリンプロット
5. ユーザビリティの向上
• ワークブック機能の強化
• 検索機能の強化
• ケース選択の⾮選択ケースの改善
• PythonとRのアップグレード

SPSS Statistics 29 | 新機能
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• 新しい線形回帰Lasso(ラッソ)の機能は、従属変数に対す
る複数の独⽴変数のL1正則化により線形回帰モデルを推
定します。
⁃ トレース・プロットを表⽰するモードとクロスバリデーションに

基づいてアルファ・ハイパーパラメータ値を選択するモード
があります。

⁃ 単⼀のモデルを適合させた場合、またはアルファ値を選
択するためにクロスバリデーションを使⽤した場合、ホール
ドアウトデータのパーティションを使⽤して、サンプル外の
パフォーマンスを推定することができます。

SPSS Statistics 29 | Lasso回帰
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• 新しい線形回帰Ridge(リッジ)の機能は、従属変数に対す
る複数の独⽴変数のL2正則化により線形回帰モデルを推
定します。
⁃ トレース・プロットを表⽰するモードとクロスバリデーションに

基づいてアルファ・ハイパーパラメータ値を選択するモード
があります。

⁃ 単⼀のモデルを適合させた場合、またはアルファ値を選
択するためにクロスバリデーションを使⽤した場合、ホール
ドアウトデータのパーティションを使⽤して、サンプル外の
パフォーマンスを推定することができます。

SPSS Statistics 29 | Ridge回帰
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• 新しい線形回帰Elastic Net(エラスティック ネット)の機能は、従属変
数に対する複数の独⽴変数の正則化を⾏った線形回帰モデルを推定
します。正則化は、L1(Lasso)とL2(Ridge)のペナルティーを組み合
わせます。
⁃ この拡張機能には、与えられたL1⽐に対するアルファの異なる値に

対するトレース・プロットを表⽰するモードとクロスバリデーションに基
づいてL1⽐とアルファのハイパーパラメータ値を選択するモードがオ
プションで⽤意されています。

⁃ 単⼀のモデルを適合させた場合、またはクロスバリデーションによって
ペナルティ⽐やアルファ値を選択した場合、ホールドアウトデータの
パーティションを使⽤して、サンプル外のパフォーマンスを推定するこ
とができます。

SPSS Statistics 29 | Elastic Net回帰
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• この新しい機能は、打ち切りのある⽣存データを⽤いてパラメトリックの
⽣存モデルを作成します。
パラメトリック⽣存モデルは、⽣存時間が既知の分布に従うことを仮定
し、そのモデル効果が⽣存時間に関して⽐例する加速故障(死亡)時
間モデルを適合させます。

SPSS Statistics 29 | Accelerated Failer Time(AFT)モデル
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• 擬似R2指標と級内相関係数が、線形混合モデルおよび⼀般化線形
混合モデルの出⼒に含まれるようになりました。
⁃ 決定係数R²は、線形モデルによって説明される分散の⽐率を表す

ため、よく報告される統計量です。
⁃ 級内相関係数(ICC:Intraclass Correlation Coefficients)

は、マルチレベル/階層データでのグループ化(変量)因⼦によって説
明される分散の⽐率を定量化する関連統計量です。

SPSS Statistics 29 | 疑似R２乗指標
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• グラフボードテンプレート選択に、箱ひげ図とカーネル密度
図のハイブリッドであるバイオリンプロットが新たに追加され
ました。
⁃ バイオリンプロットは、データのピークを表⽰し、数値

データの分布を視覚化するために使⽤されます。
⁃ 箱ひげ図は、要約統計量のみを表⽰するのに対し

バイオリンプロットは、要約統計量と各カテゴリの密
度を表⽰します。

SPSS Statistics 29 | バイオリンプロット
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SPSS Statistics 29 | バイオリンプロット
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KDE（カーネル密度推定曲線）
SPSS Modelerのチャート
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• ワークブックモードの機能強化
ワークブックツールバーに、「すべてのシンタックスの表⽰/⾮表⽰」と
「すべての出⼒の消去」の2つの項⽬が追加されました。また、ステー
タスバーにクラシック（出⼒とシンタックス）モードとワークブックモード
を切り替えるボタンが追加されました。

• 検索機能の強化
検索機能では、ツールバーのフィールドに直接⽤語を⼊⼒するオプ
ションと、ドロップダウン・ペインで結果を表⽰するオプションが追加され
ました。

• ⾮選択ケースの表⽰機能を復元
ケースの選択機能で、「選択されなかったケースを分析から除外」を
選んだ際に、選択条件に該当しないケースも印(ケース番号に斜
線)を付けてデータエディターに表⽰します。Statistics 27.0.1 以
前のバージョンの仕様に戻りました。

• PythonとRのアップグレード
Python 3.10.4 と R 4.2.0 は IBM® SPSS® Statistics 29 
と共にインストールされます。

SPSS Statistics 29 | ユーザビリティの向上

V28.x
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3.SPSSインフォメーション
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＊関連書籍の⼀部を掲載

関連書籍
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• IBM SPSS Statistics 概要
https://www.youtube.com/watch?v=pbVs3cr2mTk

• IBM SPSS Statistics - R、Python連携
https://www.youtube.com/watch?v=zkWJU-edfJE&t=25s

紹介動画

33

https://www.youtube.com/watch?v=pbVs3cr2mTk
https://www.youtube.com/watch?v=zkWJU-edfJE&t=25s
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• Small Tips ブログ
https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-
ja/category/bigdata-analytics/spss-statistics/

• SPSS Statistics コミュニティ
https://community.ibm.com/community/user/datascience/c
ommunities/community-home?CommunityKey=886b6874-
0fb1-402c-8243-c70ef8179a99

• SPSSサポート
https://www.ibm.com/jp-ja/products/spss-
statistics/support

ブログ
コミュニティ
サポート
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https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/category/bigdata-analytics/spss-statistics/
https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/category/bigdata-analytics/spss-statistics/
https://community.ibm.com/community/user/datascience/communities/community-home?CommunityKey=886b6874-0fb1-402c-8243-c70ef8179a99
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IBM SPSS Statistics モジュール名とエディション⼀覧
モジュール名 機能概要

Base 基礎統計処理と、統計解析のための基本機能を網羅する

Data Preparation データ加⼯の⾃動準備を⽀援する

Bootstrapping ブートストラップ法を実⾏

Advanced Statistics ⼀般線型モデルや順序回帰、⽣命表分析、Cox回帰などを実現する

Regression 多項ロジスティック回帰、⼆項ロジスティック回帰、プロビット回帰

Custom Tables カスタムテーブルを即座に作成し、多重回答データも扱って集計する

Missing Values ⽋損値を含むデータの分析を⾏う

Categories コレスポンデンス分析、正準相関分析などカテゴリカルデータを対象

Forecasting 時系列分析を⾏う

Decision Trees CHAID、CRT、QUESTなどを搭載する決定⽊分析を⾏う

Neural Networks ニューラルネットワーク分析を⾏う

Direct Marketing RFM分析やクラスター分析、⾒込顧客のプロファイリングを⾏う

Complex Samples サンプリング⼿法を組み合わせての設計、および実⾏する

Conjoint コンジョイント分析を⾏う

Exact Tests ⼩さな標本からでも正確確率検定を⾏う

AMOS 共分散構造分析

© 2021 IBM Corporation

Subscription  Plan* Commercial Editions
(Perpetual/Term Licenses) 

Campus Editions
(Perpetual/Term /Licenses) 

Modules Base CT/AS CS/T FC/DT Base Standard Professional Premium Base Standard Premium

Statistics Base ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉
Data Preparation ◉ [◉] [◉] ◉ ◉ [◉] ◉ ◉
Bootstrapping ◉ [◉] [◉] [◉] ◉ [◉] ◉ ◉
Advanced Statistics ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉
Regression ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉
Custom Tables ◉ ◉ ◉ ◉ [◉] ◉
Missing Values ◉ ◉ ◉ ◉
Categories ◉ ◉ ◉ ◉
Forecasting ◉ ◉ ◉ ◉
Decision Trees ◉ ◉ ◉ ◉
Neural Networks ◉ ◉ ◉
Direct Marketing ◉ ◉ ◉
Complex Samples ◉ ◉ ◉
Conjoint ◉ ◉ ◉
Exact Tests ◉ ◉ ◉
SPSS Amos*** 
(Windows, Desktop only) Add-on Add-on Add-on ◉ Add-on Add-on Add-on
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IBM SPSS Statistics Base
– 代表的な機能

• 集計 ︓度数集計、クロス集計、OLAPキューブ
• 検定 ︓ t検定、カイ⼆乗検定、ノンパラメトリック検定（多重⽐較検定つき）
• 多変量解析 ︓

相関分析、線型回帰分析、分散分析とその多重⽐較（※⼀変量）
因⼦分析、主成分分析、多次元尺度法、クラスター分析、判別分析
最近隣法など

基礎統計処理と、統計解析のための基本機能を網羅する

© 2020 IBM Corporation
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⾯倒なデータ検証作業を⼿軽に実現する

IBM SPSS Data Preparation

– データ検証のプロセスを効率化する
• デフォルトで搭載しているルールを使い、データ内の異常値を検出する
• ルールはカスタマイズ可能
• 複数の変数にまたがる異常値も検出可能
• 異常値のあるケースにフラグを⽴てレポートを作成するほか、

データセットの先頭へ移動させることも可能
• ⾃動データ準備機能(⽣データをそのまま使うのではなく変換した⽅が精度が

良くなることもある)
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– Statistics Base, Advanced Statistics, Regressionで実⾏可能な分析⼿法に対して、
ブートストラップ法を適応する
• Statistics Base:記述統計量、度数分布表、探索的分析、平均値、クロス集計

表、t 検定、相関分析/ノンパラメトリック相関分析、偏相関分析、⼀元配置分
散分析・⼀変量の分散分析、判別分析、順序回帰

• Advanced Statistics:GLM、GENLIN、線型混合モデル、Cox回帰
• Regression:回帰、名義回帰、ロジスティック回帰

ブートストラップ法の実⾏⽤アドオン オプション

IBM SPSS Bootstrapping
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IBM SPSS Advanced Statistics
– 代表的な機能

• 分散分析とその多重⽐較（※多変量）
• 繰り返しのある分散分析（反復測定）
• ⼀般線型分析、Mixed Model、対数線型分析
• ⼀般化線形モデル（Generalized Linear Models: GZLM）
• ⼀般化推定⽅程式（Generalized Estimating Equations: GEE）
• ⽣存分析（COX回帰、カプラン・マイヤー）
• ベイズ統計

⼀般線型モデルや順序回帰、⽣命表分析、Cox回帰などを実現する

© 2020 IBM Corporation
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IBM SPSS Regression

– 回帰分析機能を強化

– 代表的な機能

• ロジスティック回帰分析（⼆項［0 / 1］、多項［A / B / C］）

• プロビット分析

• ⾮線型回帰分析

多項・⼆項ロジスティック回帰、プロビット回帰など、⾼度な回帰分析を実⾏

© 2020 IBM Corporation
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IBM SPSS Custom Tables
– 集計機能を強化する（テーブルプレビュービルダー）

• 複雑な集計表を、視覚的に確認しながらの作成可能

– Statistics Baseで作成する集計表との違い

• 多次元でのクロスや⼊れ⼦式の設定が容易に

• 多重回答（マルチアンサー、MA）グループの変数設定を⾃動保存

• 度数やパーセントだけでなく、分散や標準偏差など統計量も表⽰可能

• 既存のカテゴリを編集・結合し、クロス集計へ反映する

カスタムテーブルを即座に作成し、多重回答データも扱って集計する

© 2020 IBM Corporation
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–⽋損値のパターン認識と推定し、適切な値で補完する

– Statistics Baseで⾏う⽋損値処理の違い

• 単⼀代⼊法(EM推定、回帰推定など)、多重代⼊法(MI: Multiple 
Imputation)に対応

• 系列平均などを使った⽋損値処理はStatistics Baseで可能

⽋損値を含むデータの分析を⾏う

IBM SPSS Missing Values
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IBM SPSS Categories

– カテゴリデータ分析機能を強化するオプション

• コレスポンデンス分析（数量化Ⅲ類に相当）

• カテゴリデータ回帰分析（CATREG）

• カテゴリデータ主成分分析 （CATCPA）

• 最適尺度法

コレスポンデンス分析などを実⾏し、カテゴリカルデータ分析をする

© 2020 IBM Corporation
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IBM SPSS Forecasting
– Expert Modelerを利⽤することで、パラメータ決定からモデルの選択までを実⾏

– 分析で得られたモデルの再予測 / 再評価

– 代表的な分析⼿法

• 指数平滑法、⾃⼰相関誤差の回帰、ARIMA、季節性の分解、スペクトル解析

ARIMAや指数平滑モデルを使⽤し、時系列分析を⾏う

© 2020 IBM Corporation



46

IBM SPSS Decision Trees
– データを構造的に理解することで特徴的なグループ(セグメント)を発⾒し、そこに⾄る背景(プロフィール、法則性)を探り出

すことができる

– 数値データ / カテゴリデータ問わず分析に使⽤することが可能

• CHAID、Exhaustive CHAID、C&RT、QUESTを搭載

– 活⽤例 ︓

• マーケティング＝DMレスポンス

• ⾦融＝与信スコアリング

• 医療＝疾病要因の特定

• 製造＝不良品発⽣要因の特定、他

CHAID, CRT, QUESTなどを搭載し、決定⽊分析を⾏う

© 2020 IBM Corporation
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IBM SPSS Neural Networks

– 従来の統計分析⼿法の仮定から外れるような、より複雑な構造をもつデータに対して予測・分類が可能。

– ゲインチャート、リフトチャートなどモデル評価のため多数のグラフを搭載。

ニューラルネットワークを使⽤したモデリングを⾏う

© 2020 IBM Corporation
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IBM SPSS Direct Marketing

– ダイレクトマーケティングを⾏うための分析⼿法を6つ搭載

• RFM分析（顧客価値の算出）、クラスタ分析（顧客のグループ分け）、予測分析、グループ別回収率の測定、テスト
マーケティングの効果測定、複数キャンペーンの⽐較

– 分析をこれから始めるビジネスユーザー向けに、統計機能名ではなく分析⽬的から操作できるよう設計

• ⼊⼒、出⼒を簡素化し、視覚的に分かりやすく

• ⼿間のかかるデータ加⼯や、分類ロジックを⾃動で処理が可能に

RFM分析やクラスタ分析などにより、顧客をより深く理解し施策に活⽤する

© 2020 IBM Corporation
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IBM SPSS Complex Samples

– 複雑なサンプリングの設計 / 実⾏をするためのオプション

– 代表的な⼿法

• 無作為抽出法

• 確率⽐例抽出法

• PPS系統抽出法

サンプリング⼿法を組み合わせての設計、および実⾏する

© 2020 IBM Corporation
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IBM SPSS Conjoint

– 直交計画の作成

– コンジョイント分析の実⾏（ ※コマンドシンタックスによる操作）

コンジョイント分析を⾏う

© 2020 IBM Corporation
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IBM SPSS Exact Tests

– ⼩規模データの有意差検定⼿法を追加するオプション

– Statistics Baseの30種を超える検定機能に、正確確率検定を付加

• フィッシャーの正確確率検定（漸近法、モンテカルロ法）、フリードマン検定、他

⼩さな標本からでも信頼性のある結果を導き出す「正確確率検定」を実⾏

© 2020 IBM Corporation
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IBM SPSS AMOS

© 2020 IBM Corporation

§ 共分散構造分析に特化した分析ツールです。
§ 複雑なモデルをパス図を使って簡単に表現可能です。

分析結果は
テキスト形式でも確認

基本操作は と 、
そして を組み合わせ

パス図を描きます

ベイズ推定を使って
順序カテゴリ値の分析もOK
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